
 

廃酸・廃アルカリの場合

は必ずｐHを記入する。 

廃液の内容物はすべて

記載すること。 

使用した試薬などは薬

品名で記入する。 

例 硝酸銀・硫酸銅 

重量比の多い物から記

載また化学記号の記載

は出来るだけしない。 

学系や講座単位で整理

番号を割り振る場合は、

ここに記入する。 

取扱注意物（８頁参照）

を含む場合は、必ず記入

する。 

巻頭の有害廃棄物分類

早見表などを参考にす

る。 

特定有害物質を含む場

合はここにチェックを入

れる。 

■有害廃棄物処理票記入 

有害廃棄物処理票は、担当事務（１１頁参照）で配布する。形式は紙面またはデータ

（Excel）を選択できる。また付図録（処理早見表）裏表紙を複写して使用してもよい。 

有害廃棄物の処理は、有害廃棄物処理票に記載されている情報のみを頼りに進めるので、で

きるだけ詳細な「内容物の記載」を必要とする。廃液の「内容物」はすべて記載すること。 

 

 

搬入に際し、希望日時が

あればここに記入する。 

２～３日余裕を見て記入 

書き方の例 


